
自転車・公共交通

環境モデル都市　円卓会議　会議録

部 会 名 自転車・公共交通円卓会議
記入者

志水（ＭＴＢクラブ）

開催回数 第１回 宮地（市役所）

開催日時 平成２１年５月２５日（水）１９時５０分～２１時１０分

開催場所

出 席 者

所属 名前 所属 名前

推進委員 森山 産交バス 山田

水俣警察署 竹浦 志水

市企画課 田中・宮地 市土木課 田畑

地域婦人会 柏木 市健康高齢課　 島田

商店会連合会 平田

市環境モ推進課 池崎

出席者　計 　１１　　名

欠 席 者

推進委員 森 老人会

自転車商組合 市都市政策化

チッソ

欠席者　計 　　５　　名

内　   容

市公民館３F洋室

MTBクラブ

 １．事務局から　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　・構成メンバーと公募について説明：必要に応じてコアメンバーも会議に参加
してもらうことを確認した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

       　・参加者の自己紹介と活動紹介　　　　　　　 　 　　　　　　　 　　　 　
 　 ・進行役、世話役の選出：進行役として、森山自治会長と森副市長が選出、承

認された。世話役は、コアメンバーからＭＴＢクラブの志水さん、事務局補佐は
市企画課の宮地さん、事務局は環境モデル都市推進課の池崎が担当。

２．進行役　森山さんから　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
   　 全体会での話、アクションプランの内容が確認され、遊び心を持って、①主

に以下の３点について出来るところから取り組んでいくこと、②会議を進める中
で出てきた課題も、理念や取り組みに追加していくことが確認された。　　　　
　　(1)自転車のまちづくりの推進　(2)ノーマイカーデーの推進　(3)コミュニティ
バス等の利用による交通手段の転換　　　　　

３．今後の検討課題について
　理念や取り組みに沿って、今後、円卓会議で具体的に取り組んでいく課題が
提案された。　
自転車共同利用システム：

　市役所の自転車・公共交通円卓会議に関わる事業の進捗状況についての質問
があり、企画課から国交省と環境省の補助事業について、それぞれ説明がなさ
れた。　
　環境省の補助事業である自転車共同利用システムでは、市役所、エコパーク
、ふれあいセンターの三箇所にレンタサイクルを設置予定。平成２１年度中に
実施することになっている。
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内　　　容

決定事項

次回開催日等

　【検討課題】　
　　・システムの運用に関して（どこで乗って、どこで返却するのか等）

             　　・放置自転車の利用：
　　　　駅前の放置自転車でまだ利用可能なものを整備して貸し出すのはどうか
。リサイクルの視点からも水俣らしく、整備を市内の業者に委託すれば市内も潤
うのではないか。
　　・以前の自転車のまちづくり委員会の取組内容の再実施
　　・自転車交通教室の実施（マナーの見直し）
　　・商店街での自転車交通
バス、おれんじ鉄道の利用：
　　【検討課題】　
　　・会議時等の市職員によるおれんじ鉄道の利用促進（現状：Ｈ２０年度から各係１回ず
つ予算を計上）

           　・バスのルート変更：
　上天草市では、コミュニティバス導入後、利用者が減少しているところもある
。利用者から乗務員・市への要望があがっているので、提示して検討してもらい
たい。　　　　
      →湯の鶴便の増便の要望もある（１往復増やしてほしい）　 　時間帯の変更は
可能だが、増便は難しい
　円卓会議のメンバーも実際にこれらの公共交通機関を利用してみて、利用者の
視点から考える。
ノーマイカーデーの実施 ：
　水俣市では、毎月２回ノーマイカーデーを実施。しかし、実際に取り組んでい
るのは行政のみの段階。いかに市民、事業所にＰＲしていくか今後検討していき
たい。自転車を利用する人に利点があればよい（ポイント制）との意見があった
。
ベロタクシーの導入                ：
　九州では、福岡市、熊本市内で利用されている。１台１５０万円。
イベント時に熊本市から借りてくる、ベロタクシーのレンタルを行う等、様々な
形での導入を検討したらどうか。
自転車イベントの実施 ：
　水俣自然学校（年６回ＭＴＢ教室を実施）との協力。ハード面の整備も併せて
検討。

　・進行役は、推進委員である森副市長、森山自治会長に決定。
　・理念、取り組み等は、今後の会議を進める中で検討していく。
　・次回の会議は、６月２５日（木）１９：００～を予定。６月中旬に事務局か
ら予定の確認、連絡。

平成２１年６月２５日（木）午後７時～　市役所秋葉会館２Fラウンジ
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